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においては supllle 構造が，ビスジエン錯体においては supllle-prone 構造が安定型であることを明らかにした。ビス















ルコニウムと嵩高い置換基に近い C1 原子との結合であり，ジエン配位子は S-ClS 構造となった。一方， 2- ブチンの
挿入位置はそれとは逆にジルコニウム -C4 結合であり，ジエン配位子の構造は s-trans 構造となった。さらに，ジフェ
ニルケテンで、は挿入反応過程でフk素移動が起こり，挿入位置はジルコニウムーC3 となった。この様なジエン錯体の





モノおよびビスフエノキサイドを構造解析した結果， 4-6族金属一一フエノキシ結合は，共有結合に加え金属の dπ 軌
道とフエノキシ酸素のp π 軌道の相互作用の程度によって，広い範囲で変化することが明かとなった。また，金属






1) ビス(シクロペンタジエニル)ジルコニウムのジエン錯体で初めて s-trans 型配位構造を見いだしているO
2) ニオブ，タンタルのモノ及びビスジエン錯体について，タンタルのモノジエン錯体では supine構造が，ビスジエ




ている。すなわち二酸化炭素， t-- ブチルイソシアナートの挿入ではジエン配位子はふtrans からアリル型に変化
し，フェニルイソシアナートでは2分子挿入が起ってジエン配位子は s-trans 型になることを明らかにしている。
4) ジ、ルコニウム イソプレン錯体へのジイソプロピルケトンの挿入位置はジルコニウムと嵩高い置換基に近い C 1 





共有結合に加え金属の dπ 軌道とフエノキシ酸素のpπ 軌道の相互作用によって広い範囲で変化するという結果を
得た。さらに，金属酸素の結合の柔軟さから，フエノキシ基の2 ， 6位の置換基の活性化等の性質を良く説明でき
ることを明らかにしている。
以上の成果は有機金属の化学に大きく貢献するのみならず，有機金属化合物を利用する有機合成化学並びに工業に
も意義深く博士論文として価値あるものと認めるO
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